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令和２年（ワ）第６２２５号，第３１９６２号六ケ所再処理工場運転差止請求事

件 

原告 中嶌哲演 外２３３名 

被告 日本原燃株式会社  

 

準備書面９ 
（カタストロフィ－破滅を防ぐために－） 

２０２１年１０月２８日 

 

東京地方裁判所民事第３７部合議Ｃ係 御中 

 

原告ら訴訟代理人弁護士 弁護士 河 合 弘 之 

ほか 

 

 

 被告は，原告らの主張する再処理工場が破局的な事故を起こした場合の被害

想定について，事故の原因・機序，放射性物質放出の経路を明らかにしていな

いと主張する（準備書面（５）３７頁）。 

 しかし，本件再処理工場は１３００ｋｍもの配管を有することから地震によ

って配管が損傷することは容易に想定できるし，地震によって冷却機能を喪失

すれば使用済燃料プールが高温になり放射性物質を放出してしまうことも，福

島第一原発事故時に想定されたとおりである。 

 以下では，本件再処理工場における放射性物質放出事故のシミュレーション

を「カタストロフィ－破滅を防ぐために－」（甲１１０・４４分４５秒以降）

に基づき述べる。同作は，将来起こり得る噴火と地震による本件再処理工場の

事故をＣＧを駆使してリアルに描いている。 

 

１ ２０２１年１２月１９日，突然十和田湖が噴火を始めた。大量の火山灰が

上空２０ｋｍまで舞い上がった。降灰は青森，北海道，秋田，岩手に広がっ

ていった。巨大噴火ではなく溶岩は噴出されなかったが，中規模の噴火とな

った。 
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火山灰は刻々と量を増し，細かな灰の粒子が電子機器の機能不良を起こし

た。通信，交通不能，ライフラインにも大きな影響を与え始め，緊急避難勧告

が出された。 

 

 

６０ｋｍ離れた六ケ所再処理工場でもデータシステムに異常が出て，フィル

ターの目詰まりなど必死の対応に追われていた。 
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本当の悪夢はこれからであった。 

 

２ １２月２０日午後６時２０分，大陸棚外縁断層と六ケ所断層が連動し，Ｍ

８．３の強震が下北半島を直撃。大きな地震動と地盤のずれが再処理工場を

襲い，建物は倒壊し，中央制御室の重要機器類を崩壊した。 
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１３００ｋｍもの長い配管が多数破断し，ウラン，プルトニウム等が吹き出

した。 

 

 

 

核燃機器の命綱である高圧送電線が倒壊し，全電源喪失状態となった。 
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３ ２０ｃｍもの火山灰降灰によって非常用電源車が走行できなくなり，大型

ポンプ車等も動けなくなった。 

 
 

４ ３０００トンもの使用済燃料プールは底が抜け，冷却用の水がなくなり，

たちまち燃料はむき出しになって次々と溶け始めた。 
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５ やがて１０００度を超える高温となり，コンクリートも建屋も崩壊した。

空冷による冷却機能を失い，放射能を拡散した。 

 

 

６ ２１１立方メートルも保存していた高レベル廃液の貯蔵タンク群も，冷却

不能となり，高温・高圧状態となった。 
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可燃性ガスも発生して轟音とともに爆発し，大量の高レベル放射能を放出し

た。 

 

 

７ 押し寄せる津波は，車からのガソリンや船からの重油を伴い，一面を火の

海にしながら，沼や道路に広がり，遡上した。 
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西隣の石油備蓄基地も，爆発し，大火災となった。 

 
史上最悪の事故に比べて職員の数は圧倒的に少ない。 

高レベルの放射能と交通不能により外部からの救援も入れず， 
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もはやだれにもどうすることもできない状態となった。 

 

８ 高レベルの放射能の雲は北北東の風に乗って逃げ惑う人々に容赦なく，襲

い掛かり，南へと延びていった。 
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放射能は，三沢，八戸，盛岡，仙台，秋田，山形，新潟へと広がった。 

 

やがて，関東一円に広がった。 
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９ 放射能と火山灰のため，陸，海，空ともに青森への一切の交通が不通とな

り，コンピュータの機能不全で通信手段もなく，政府の危機管理はなすすべ

もなく 

 

破滅の道を転落していった。 
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１０ エピローグ 

 想像を絶する放射能はやがて日本全国に及び，北半球に広がっていった。う

かうかしていると，この悪夢が現実になってしまうことを私たちは３・１１で

経験した。多くの学者の警告があったにもかかわらず，私たちはまさかそんな

ことは起こらないだろうという甘い考えで福島第一原発の大惨事を起こした。

起こるかもしれないという考え方に切替える必要がある。再処理工場での放射

性物質放出事故は福島第一原発事故の比ではない。 

  

１１ まとめ 

 以上のシミュレーションは，再処理工場における放射性物質放出事故のリア

リティを追及した内容になっている。 

 本件再処理工場で放射性物質放出事故が発生すれば，地球上の広範囲を汚染

する恐れもある。そのような事態は万が一にも避けなければならない。 

以上 


